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AUTOPOLIS
ＥＮＥＯＳ スーパー耐久シリーズ 2023
Supported by BRIDGESTONE
第４戦　スーパー耐久レース in オートポリス

2023 年７月 29 日（土）〜７月 30 日（日）
オートポリス（大分県）

　2023 年のスーパー耐久シリー
ズは、宮城県のスポーツランド
SUGO で行われた第３戦から、
３週間のインターバルで第４戦を
迎えた。第３戦では参戦する３台
のレースで、それぞれ課題を突き
つけられていた ROOKIE Racing
だが、迎えた第４戦は“もっとい
いクルマづくり”へのさらなる挑
戦となる一戦となった。　　　
　第２戦富士では、世界初となる
液体水素での挑戦を見事完遂して
い た ORC ROOKIE GR Corolla 
H2 concept は、第３戦を ORC 
ROOKIE GR YARIS に任せ、さ
らなる軽量化をはじめ改良に着
手。第４戦には 40kg もの軽量化
を果たして登場した。

　ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept は、液体水素ポンプの
負荷軽減などから、ポンプ駆動
モーターを軽量化。さらにジョイ
ントとフレキシブルホースの軽量
化で作業員の負担軽減も行った。
　 ま た、ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は第３戦でリヤウ
イングの改良や足回りの改良に取
り組んだが、今回は小規模な改良
に。これまで毎戦しのぎを削って
きた SUBARU BRZ は今回“お
休み”だが、新たにマツダが同じ
カーボンニュートラル燃料を使っ
たロードスターを投入。同じ燃料
を異なるエンジン形式で使用する
ことで、さらなる知見を増やそう
という狙いをもつ。

　そして、第２戦富士の優勝の勢
いを繋げたかった第３戦では、決
勝ペースをそこまで上げることが
できなかった中升 ROOKIE AMG 

GT3 は、このレースでしっかり
とチャンピオン争いのポジション
を確固たるものにするべく、上位
進出を目指した。

ST-X で二度目の総合優勝。液体水素２戦目はトラブルも大きな前進
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特別スポーツ走行／ STEL 専有走行

公式予選

　迎えた走行初日となる７月 27
日（木）は、午後１時から３時間
の特別スポーツ走行が行われた。
阿蘇の山間にあるオートポリスだ
けにいくぶん涼しさはあるものの、
この日はサーキット所在地の大分
県日田市で気温 38 度を記録する
など酷暑のなかでの走行となった
が、中升 ROOKIE AMG GT3、そ
し て ORC ROOKIE GR Corolla 
H2 concept、 さ ら に ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
と続々とコースイン。途中クラッ

　１日半の走行を終えて迎えた７
月 29 日（土）の予選日は、晴天
ではあったものの風があり、酷暑
はいくぶん和らぐなか、午前にフ
リー走行、午後に予選が行われた。
　ORC ROOKIE GR Corolla 
H2 concept は、フリー走行を
モリゾウがひとりで走り、予選に
向けたシミュレーションを行う
と、２分 11 秒 216 という好タ
イムを記録。クルマの調子が良い
ことも確認した。その勢いのまま、
予選でもモリゾウが２分 11 秒
717、佐々木が２分 09 秒 131

シュ車両の発生による赤旗中断を
何度かはさみながら精力的に周回
を重ねた。
　走行２日目となる７月 28 日

（金）も暑さが堪えるなか、午前９
時からの全クラス混走の専有走行、
午後１時から１時間ずつのグルー
プ２／１の専有走行が行われた。
　初日から順調に走行を重ねてい
る ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept は、午前は佐々木雅弘と
小倉康宏が、午後はモリゾウと小
倉がドライブした。佐々木は「実

は先週にも僕がテストに来ていた
のですが、クルマはすごく軽くなっ
ています。かなり効いていますね」
と評した。また佐々木が驚いたの
がモリゾウの走り。今回も佐々木、
石浦宏明のデータロガーと比べて
も大差ないレベルのスピードを発
揮し、小倉も負けじとプッシュす
るなど、チーム内のバトルも盛り
上がりをみせていた。
　一方ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept は午前は４人全員がドラ
イブ。午後は加藤恵三と豊田大輔
の習熟に充てた。監督も務める大
嶋和也は「特に問題はありません
が、このタイヤと気温だと、フロ
ントのタレが大きくなってしまう」
というが、これは加藤、大輔とも
同じ評価。「スリックでも難しい
コースですが、ラジアルだとタレ
が厳しいですね。耐久レースでど
うアベレージをキープするかを模
索していました」と大輔は語った。
ま た ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept でも加藤と大輔がベス
トタイムを競い合っており、走行
後には和気あいあいと語り合う様

子も。2022 年は ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept は苦しんだ
オートポリスだったが、ふたりの
笑顔からも週末が順調に進んでい
ることを感じさせた。
　一方、中升 ROOKIE AMG GT3
は蒲生尚弥、平良響、鵜飼龍太と
交代しながら周回。鵜飼は 26 周
を午前に消化。午後は蒲生、鵜飼、
平良とラップを重ねた。もちろん
今回も鵜飼にとって、GT3 カーで
オートポリスを走るのは初めてだ。

「僕たちの役目は、こういった
ウォールが近いコースでも安全に
しっかりと走り、自分たちのコン
トロールできる範囲のなかでちゃ
んとクルマと対話しながら走るこ
とです」と鵜飼は決して無理をせ
ず、翌日の予選に向けて着実にペー
スを上げていった。

と、確実に進化を感じるタイムで
ST-Q クラスを合算で 10 秒近く
上回り総合 29 番手につけた。小
倉、そして今週末初めてドライブ
した石浦宏明もきっちりと予選を
終えている。
　 一 方、ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は「思いどおり
の走りをすることができました」
と加藤恵三が２分 03 秒 510 を
記録。山下健太も好感触を得て
おり、２分 02 秒 379 を記録。
ST-2 クラスをも上回る総合 22
番手につけた。ただ、ST-Q クラ

７月 27日（木）〜 28日（金）　天候：晴れ　路面：ドライ

７月 29日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

スでは「マツダさんの 55 号車も
かなり良いタイムを記録していま
す」と加藤は新たなライバルに負
けじとレースに向けた闘志をみせ
ている。また予選中にはトラブル
もあったのが気になるところ。
　そして、ST-X クラスの中升
ROOKIE AMG GT3 では、鵜飼
がＡドライバー予選で魅せた。１
分 50 秒 873 というタイムで２
番手につけ、チームを大いに沸か
せた。蒲生は１分 48 秒 975 と
いうタイムで合算で２番手に。鵜
飼も「専有走行では自分の走りに

いまひとつしっくり来ていません
でしたが、エンジニアさんや片岡
さんたちがしっかりレクチャーし
てくれ、自分の弱点を確認するこ
とができました。おかげで予選で
はそれなりに走れました」と安堵
の表情を浮かべた。



#32　決勝レース

　このレースウイークは木曜、金
曜、さらに土曜と晴天に恵まれて
いたオートポリスだったが、迎
えた７月 30 日（日）の決勝日
は、早朝まで雨が降り、路面はウ
エットとなった。コースイン直
前に雨は止み、スタート進行の
うちに路面はほぼ乾いてきたも
のの、レコードラインを外すと
まだ濡れた部分が残っている状
態。そんな難しいコンディション
のなか、午前 11 時からの決勝で
ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept のスタートドライバー
を務めたのはモリゾウだ。
　序盤、難しい状況のなかで３周
目に２分 11 秒 997 というラッ
プタイムを記録すると、モリゾウ
はその後も好ペースを保ちなが
ら、14 周をきっちりと走りピッ
トイン。佐々木雅弘に交代し、最
初の給水素を行う。気体水素の頃
が嘘のように、テキパキとした作
業で液体水素が補給されていく。
佐々木は４分以内にふたたびコー
スに戻ると、５時間レースの自ら
のスティントを有効に活かし、多
くのデータを収集すべくラップを
重ねていった。

「水素を使うときにはいくつかの
モードがあるのですが、決勝中は

それを試しながら周回を重ねてい
ました。モリゾウ選手や小倉選手
にはパワーがあるモードで走って
もらい、僕たちはパワーは落ちる
けどタイムをそこまで落とさず、
周回数を伸ばすトライをしてきま
した」と佐々木は語った。

「さらに、タンク内の水素の量を
どこまでしっかり使うかなどもシ
ミュレーションどおりになってい
たので、次のレースへ向けたトラ
イもできて良かったと思います」
と佐々木は２分 11 〜 13 秒台の
ラップを積み重ねながら、17 周、
18 周、19 周と周回数も伸ばし、
３スティントを走行。長いドライ
ブを終え、石浦宏明にステアリン
グを託した。
　石浦も継続して、エンジン出力
をコントロールしながら周回数を
伸ばすトライを行っていく。最初
のスティントはきっちりと 19 周
を周回。給水素のスピードも早く、
こ の 時 点 で ORC ROOKIE GR 
Corolla H2 concept は ST-5
クラスの車両たちと好勝負を展開
できる位置でレースを戦ってい
た。今回のレースに向けてアップ
デートしてきた軽量化、さらに
給水素の自動化などが功を奏し、

「ちゃんとレースをしているな

（佐々木）」という感覚をチーム全
体が味わうことができていた。こ
れまでは１周のラップタイムでは
ライバル勢と同じレベルまできて
いたものの、給水素に時間を要し、
総合順位は下がっていた。しかし
2021 年の水素カローラ投入か
ら、ついに通常燃料車とレースを
戦うというレベルまで進化を遂げ
ていた。
　しかし好事魔多し。レース開始
から３時間 32 分が経過し、石浦
は２スティント目に突入していた
が、ピットアウトしてからわずか
４周というところのセクター３で
異常を感じ取った。
　石浦はそのままピットインする
が、チェックを行ったところ、オ
イル漏れが発生していることが分
かった。水素とは関係がないトラ
ブルだったことは悔しいところだ
が、サーキット内での修復は不可
能。ORC ROOKIE GR Corolla 
H2 concept の今季２戦目の挑
戦は、リタイアという結果となっ
てしまった。
　 当 初 の 予 定 で は、 石 浦 の ド
ラ イ ブ 後 に ORC ROOKIE GR 
Corolla H2 concept に乗り込
むはずだった小倉康宏は「週末、
クルマの仕上がりはすごく良かっ

たです」と予選までの状況を語っ
た。「その乗り方に対して自分の
スキルがまだ合っていなくて、ベ
ストタイムではモリゾウ選手に負
けていたんです。決勝でなんとか
挽回しようと思っていただけに残
念ですね」と週末を振り返った。
　スタンドに詰めかけ、ピット
ウォーク等でも大きな声援を送っ
てくれた九州のファンに５時間を
走り切るシーンをみせたかったと
ころだが、とはいえこれも“もっ
と い い ク ル マ づ く り ” へ の 過
程。次戦もてぎはふたたび ORC 
ROOKIE GR YARIS に任せ、さ
らなる進化を遂げるべくしばし雌
伏の時を過ごす。

７月 30日（日）　天候：曇り　路面：ウエット／ドライ



#28　決勝レース

　予選日にはわずかにトラブル
もあった ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept だが、その日の
うちにしっかりと修復され、７月
30 日（日）午前 11 時からの決
勝レースに臨んだ。スタートドラ
イバーを務めたのは加藤恵三だ。
早朝に雨が降り、乾いていくなか
でのスタートという大役となった
が、レースがいざ始まると、１周
目にいきなり２分 05 秒 255 と
いうラップタイムを記録。ST-3
車両を追う走りをみせていく。
　今回も ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は、ブリヂスト
ンの市販ラジアルタイヤを履いて
いたが、これはタイヤに溝がある。

一方別クラスの車両はスリック。
「もう少し濡れていたら前のクル
マも詰められたかもしれませんけ
どね。走り出していたら乾いてい
ました」という加藤は、その後ラッ
プダウンが現れるとわずかにタイ
ムは落としたものの、きっちりと
38 周を走りピットイン。豊田大
輔に交代した。
　ただ序盤こそ曇り空だったオー
トポリスは、大輔がドライブする
頃になると急速に晴れ間が広が
り、前日までと同様気温、路面温
度ともグングンと上がっていっ
た。こうなってくると、市販タイ
ヤでは厳しさを増してくる。

「最初の計測１周目を終えてから
は、タイヤがもうグニャグニャと
してしまって。フロントが入らず、
さらにアクセル旋回もできなく
なってきて、苦行のようになって
きてしまいました（苦笑）と大輔。
今回はライバルでもある BRZ も
参加しておらず、また ST-4 車両
も走っていない。「彼らがいれば
タイム差なども気にしていたので
すが……」というなかでのスティ
ントとなった。
　 し か し そ ん な な か、ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
とポジションを争うライバルが

現 れ た。ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept と BRZ の勝負に
割って入るべく、マツダが開発を
続けてきたバイオディーゼル燃料
で走る #55 マツダ 3 が今回速
く、高燃費を活かして時に ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
を先行してきたのだ。また彼らは
タイヤもスリックを履く。
　とはいえ、簡単に負けるわけに
はいかない。大輔はしっかりと
30 周を走り、監督でもある大嶋
和也にステアリングを委ねた。た
だやはり厳しいのはタイヤ。プロ
とはいえ、「今回は本当にタイヤ
とコースの相性が良くなくて。あ
まり楽しいレースではなかったで
すね（苦笑）」と大嶋もタイヤを
守りながらの走行を強いられた。
　 し か し、ROOKIE Racing の
エースはさすが。時に２分 07 秒
台のラップを刻みながら 36 周
という長いスティントをこなすと
ピットイン。山下健太にアンカー
を託した。

「自分のスティントでは良いタイ
ヤを履かせてもらい、ピットのタ
イミングも良くアンダーカットで
きました。バランスも良く走れま
した」という山下は、#55 マツ
ダ 3 に対してきっちりとリード

を広げ、長い５時間レースをフィ
ニッシュ。#55 マツダ 3 に対し、
最後は 45.214 秒のリードを築
いていた。BRZ 不在のレースで
ST-Q クラスの最多周回を守った
が、新たなライバルが台頭するこ
とに。いよいよ ST-Q クラスが
盛り上がりをみせてきた。
　ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept にとっては、2022 年
は悔しさを味わったオートポリ
ス。苦しい展開ではあったものの、
１年の成長をしっかりと見せつけ
レースを終えることになった。

「スピードについては十分にあっ
たと思いますね」と大嶋はレース
を振り返った。「ただレースでは
出ませんでしたが、予選ではまだ
トラブルもありましたし、まだま
だ課題はいっぱいあります。みん
なが気づけたことは大きいです
し、またいろいろやり直して、信
頼性の部分もしっかり上げたいと
思います」
　そんな次戦の舞台は、栃木県の
モビリティリゾートもてぎ。昨
年 ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept が大きくポテンシャル
を上げたサーキットだ。さらなる
進化を実感すべく、次戦までの短
いインターバルに臨む。

７月 30日（日）　天候：曇り　路面：ウエット／ドライ



#14　決勝レース

　予選では鵜飼龍太の好走もあ
り、フロントロウの２番手を獲得
した中升 ROOKIE AMG GT3。
迎えた７月 30 日（日）の決勝レー
スは、レーススタート進行直前ま
で降った雨のためわずかに路面に
濡れた部分が残っていたものの、
ST-X クラスは全車スリックタイ
ヤを履きスタートした。
　スタートドライバーを務めた平
良響は、第３戦 SUGO では序盤
からペースに苦しんでいたことか
ら、今回は決勝ペース改善に取り
組んでいたが、１周目こそポジ
ションを守り２番手で終えたも
のの、後方から #23 メルセデス
AMG が急接近。今回も序盤から

守りのレースを強いられてしまっ
た。５周目には先行を許し、平良
は３番手へ。ただその後は #81 
GT-R からポジションを守った。

「遅かったです。ペースをどうに
かしないと、後半戦勝つことはで
きないです。何が課題なのかを
しっかりみんなと共有したいで
す」と平良はレースを終えてから
も浮かない表情を浮かべた。
　とはいえ、平良は 39 周まで
粘りの走りをみせるとピットイン
し、鵜飼に交代する。これまで同
様、鵜飼のスティントが勝敗に直
結するのが ST-X の難しさだが、
鵜飼は #23 メルセデス AMG を
先行するなど素晴らしい走りをみ
せた。ピットで見守った東條力エ
ンジニアも「めちゃくちゃペース
が良かったです。予選でもプロの
２秒以内のタイムに入ってきまし
たし、蒲生尚弥選手も驚いていま
したよ」とその走りに舌を巻くレ
ベル。同じスティントで争った首
位の #1 GT-R のジェントルマン
ドライバーも、国内屈指の速さ
をもつが、中升 ROOKIE AMG 
GT3 は２番手でレース後半を迎
えることになった。
　自らのスティントをきっちりと
こなし、38 周を終えた鵜飼に代

わって第３スティントを担当する
ことになったのは蒲生。「かなり
路面温度が高く、タイヤに厳しい
オートポリスでかなり摩耗が厳し
かったのですが、その中でもかな
り安定したタイムで走ることがで
きました」という蒲生はレースを
進めていったが、レース終盤、最
終スティントのピットストップ
をどのタイミングでこなすかが
勝敗のカギとなった。首位の #1 
GT-R、さらに３番手の #23 メ
ルセデス AMG のピットタイミン
グを探りながら、ピットでは最終
スティントの片岡龍也が準備を整
えていた。
　そんななか、111 周目にドラ
マが待っていた。最終コーナー
付近でアクシデントが発生し、
ST-2 車両、ST-5 車両が相次い
でストップした。これはフルコー
スイエロー（FCY）が入る可能
性が高い。ただ FCY 宣言が出さ
れた後にはピットには入れない。
チームは即座に蒲生にピットイン
を指示。FCY 宣言が出る直前に
中升 ROOKIE AMG GT3 をピッ
トレーンに入れることに成功した
のだ。トップ３でこれが実現でき
たのは中升 ROOKIE AMG GT3
のみだった。

　この絶妙なタイミングでのピッ
トインが、トップを走っていた
#1 GT-R とのギャップを逆転す
ることに繋がった。最終スティ
ントを担当した片岡は FCY 解除
後、#1 GT-R、#23 メルセデス
AMG のピットインを経てついに
トップに浮上することになった。
　片岡は最後は #1 GT-R に対し
8.552 秒のギャップを保ちフィ
ニッシュ。中升 ROOKIE AMG 
GT3 は第２戦富士に次ぐ今季２
勝目を飾った。「しっかり運を結
果に結びつけることができました
ね」と片岡は喜んだ。これで中升
ROOKIE AMG GT3 はランキン
グでも首位を堅持した。

「ただ次戦はウエイトも重くなり
ますし、今回セットアップも取り
組んだものの、やはりペースがラ
イバルに対して足りていないと感
じました。次戦に向けてもしっか
りと取り組み、表彰台を獲りたい
ですね」と片岡は語った。
　今回はチーム全体の力で優勝を
もぎとることができた。しかしラ
イバルたちはスピードがある。目
指すタイトルに向けて“勝って兜
の緒を締めよ”ではないが、改め
てチームは次戦に向け気を引き締
めていた。

７月 30日（日）　天候：曇り　路面：ウエット／ドライ



2023 年第４戦オートポリス　リザルト（TOP5）

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF concept		 2'05.335
2	 271	 CIVIC TYPE R CNF-R	 	 	 2'05.660
3	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA3 Bio concept	2'07.420
4	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 2'10.171
	 12	 MAZDA SPIRIT RACING ROADSTER CNF concept	出走せず

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF concept		 2'06.048
2	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA3 Bio concept	 2'06.471
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 2'12.649
	 12	 MAZDA SPIRIT RACING ROADSTER CNF concept	出走せず

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 14	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1'51.860
2	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1'51.892
3	 1	 HELM MOTORSPORTS GTR GT3	 	 1'52.141
4	 202	 KCMG NSX GT3	 	 	 1'52.542
5	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 	 1'53.324

Pos.	 No.	 Car Name			   Total Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF concept		 4'05.889
2	 271	 CIVIC TYPE R CNF-R	 	 	 4'06.275
3	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA3 Bio concept	4'09.968
4	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 4'20.848
	 12	 MAZDA SPIRIT RACING ROADSTER CNF concept	出走せず

Pos.	 No.	 Car Name			   Total Time

1	 1	 HELM MOTORSPORTS GTR GT3	 	 3'38.862
2	 14	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 3'39.848
3	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 	 3'40.022
4	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 3'41.197
5	 202	 KCMG NSX GT3	 	 	 3'43.506

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 1'50.475
2	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1'50.544
3	 202	 KCMG NSX GT3	 	 	 1'51.822
	 	 	
6	 14	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1'53.716

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 2'12.534
	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF concept	 出走せず

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1'52.039
2	 14	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1'52.393

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA3 Bio concept	 2'04.904
2	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF concept		 2'06.832
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 2'11.216
	 12	 MAZDA SPIRIT RACING ROADSTER CNF concept	出走せず

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 14	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1'49.819
2	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1'50.801
3	 1	 HELM MOTORSPORTS GTR GT3	 	 1'50.826
4	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 1'51.064
5	 202	 KCMG NSX GT3	 	 	 1'51.267

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 271	 CIVIC TYPE R CNF-R	 	 	 2'03.720
2	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA3 Bio concept	 2'06.065
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 2'10.574
	 12	 MAZDA SPIRIT RACING ROADSTER CNF concept	出走せず
	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF concept		 出走せず

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 1	 HELM MOTORSPORTS GTR GT3	 	 1'51.492
2	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1'52.484
3	 14	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1'53.240
4	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 1'53.481
5	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 	 1'53.726

７月 28 日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目（ST-Q）

７月 28 日　スーパー耐久 STEL 専有走行２回目グループ２（ST-Q）

７月 28 日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目（ST-X）

７月 29 日　スーパー耐久  公式予選　A+B　（ST-Q） ７月 29 日　スーパー耐久  公式予選　A+B　（ST-X）

７月 29 日　スーパー耐久 フリー走行　グループ１（ST-X）

７月 29 日　スーパー耐久  公式予選 D ドライバー　（ST-Q） ７月 29 日　スーパー耐久  公式予選 D ドライバー　（ST-X）

７月 29 日　スーパー耐久 フリー走行　グループ２（ST-Q）

７月 28 日　スーパー耐久 STEL 専有走行２回目グループ１（ST-X）

７月 29 日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　（ST-Q） ７月 29 日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　（ST-X）



Pos.	 No.	 Car Name				    Laps	 Time		        Gap	

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF concept		 137	 5:02'55.187	

2	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA3 Bio concept	 137	 5:03'40.401	 45.214

3	 271	 CIVIC TYPE R CNF-R	 	 	 133	 5:04'06.696	 4Laps

4	 12	 MAZDA SPIRIT RACING ROADSTER CNF concept	 130	 5:01'57.297	 7Laps

	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 91	 3:47'29.616	 46Laps

Pos.	 No.	 Car Name			   Laps	 Time		            Gap	

1	 14	 中升 ROOKIE AMG GT3	 152	 5:01'33.293	

2	 1	 HELM MOTORSPORTS GTR GT3	 152	 5:01'41.845	 8.552

3	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 152	 5:02'48.324	 1'15.031

4	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 151	 5:02'26.470	 1Lap

5	 202	 KCMG NSX GT3	 	 150	 5:03'24.815	 2Laps

6	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 143	 5:01'58.186	 9Laps

７月 30 日　スーパー耐久第４戦オートポリス　決勝レース結果（ST-Q）

７月 30 日　スーパー耐久第４戦オートポリス　決勝レース結果（ST-X）

2023 年第４戦オートポリス　リザルト



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


